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情報システム・バックアップオフィス研究会 2010年度 第１０回 議事録 

 

1. 会合概要 

・開催日  ：2011 年 2 月 9 日（火）16:00～18:00 

・開催場所 ：BCAO本部（東海日本橋ビル）会議室 

・進行役  ：川村丹美（CAC：座長） 

・議事録作成：川村丹美 

・出席者数 ：９名（出席者名は末尾参照） 

・資料   ： ①第 10 回アジェンダ 

        ②臨時会議（1/31 実施）議事録 

 

2. 議事内容 

（１） 事務局から報告 

  ●ITBO研究会メンバー構成の報告 

●１月開催のイベント 

①1月31日 2001年度第8回月例講習会 

②BCAO運営会議 

    ●今後の予定 

①2010年度 第1回BCP策定支援講座 

②2010年度 第2回BCP策定支援講座 

③BCAO運営会議 

④BCAO BCM 推進セミナー（3/3、3/25） 

⑤2010 年度 第2 回 事業継続初級管理者試験 

 

（２） Happy Hour 

「BCM におけるクラウドサービスの活用」について、ITBO 研究会としての見解をまとめ

る目的で討議いたしました。 

 

「BCM におけるクラウドサービスの活用」討議内容 

 臨時会議（1/31）の討議内容の紹介 

 臨時会議にて出席者に依頼した「宿題」の確認と説明 

① 羽石さん「クラウドとアウトソーシングの違い」について 

② 安齊さん「クラウドサービスを実施している DC について 

 DC に関する調査はアンケートを出すことを検討したが、下記の理由に

より今回は断念した 

1. アンケート方式では回収までに時間がかかる 

2. BCAO として発信すると BCAO の公式データとして社外向けの講演

や資料作成に使えるが、他研究会とのバランスや質問事項の確定
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までに時間がかかり、今回の検討材料に使うには不向き 

 代案として、下記を実施する 

1. 調査したクラウドを提供している DC の公式 HP などの記載事項を

整理する 

2. 当該 DC に事業継続対策の有無、クラウド対応の有無について直接

問い合わせる 

3. 野口さん（わかば国際特許事務所）がユーザとしていくつかの DC

にクラウド対応について問い合わせる 

 その他の討議内容 

① DC 見学の目的について 

② ユーザ視点の DC 評価項目について 

③ ユーザ視点のクラウドに対する課題について 

④ クラウドサービスを導入する際の使い分けについて 

 パブリッククラウドとプライベートクラウドを使い分ける境界線とは 

 

（３） 用語研究 

    ○今回の研究会は、前掲の Happy Hour に多くの時間を費やした関係で、用語については

4月以降に議論させていただきます。申し訳ありませんが、よろしくお願いします。 

①バックアップ 

②リカバリー 

③リストア 

④復旧オプション 

 

3. 2010 年度 第 10 回研究会出席者一覧 

 

1 川村 丹美 株式会社シーエーシー 

2 羽石 将士 日立電子サービス株式会社 

3 安齊 隆正 株式会社富士通エフサス 

4 伊藤 高信 FUN 

5 土橋 篤 みずほ情報総研株式会社 

6 野口 洋子 わかば国際特許事務所 

7 山口 孝一 株式会社インターネットイニシアティブ 

8 吉川 明人 ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社 

9 岡 伸幸 ソフトバンク BB株式会社 
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4. 今後の開催予定 

第 11 回定例会議 2011 年 3月 8 日（火）16:00～18:00 

会場：NEC ネクサソリューションズ様 会議室 

（会場が変更となります。ご注意ください） 

 

※ 次回の定例会議は特別研究会とし、講師に関西支部会に在籍されている、 

鈴与株式会社 佐原章友氏による特別講演を開催します。 

佐原氏は鈴与株式会社において、非常に早い時期から BCP の策定に取り組まれており、 

長期にわたって活動されています。また、その業態により行政との連携なども大きな課題 

となっており、当日はこのあたりについてご講演いただく予定です。 

 

以上 


